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1. はじめに  
 
i  このカメルーンに関する出身国情報主要文献(COI 主要文献)は、難民人権保護

認定プロセスに携わる職員のために、英国国境庁(UKBA)COI サービス局が作

成したものである。本レポートには、英国における難民人権認定申請に取り

上げられる共通の問題に関する基本情報が示されている。本 COI 主要文献に

含まれている情報は 2009 年 3 月 1 日時点で入手可能であったものである。本

COI 主要文献は、2009 年 3 月 16 日に発刊された。 
 
ii  本 COI 主要文献は、広く認められた外部情報ソースにより作成された主要レ

ポート、文献、および記事を目録として列挙したものであり、そこには

UKBA の見解やポリシーは一切含まれていない。  
 
iii  英国国境庁のユーザーのために、COI 主要文献の中で参照されている出典文

献の目録にはその文献を載せているウエブサイトのリンクが貼られているの

で、インターネットを通じてそれら文献に直接アクセスできるようになって

いる。また、目録にはウエブリンクと共に本レポート作成者が該当のサイト

にアクセスした日付も一緒に示されているので外部のユーザーにとっても便

利なものとなっている。 
 
iv  上述の通り、確認された文献は主に人権問題に焦点を当てたものである。人

権問題記述の前置きとして、カメルーンに関する基本情報の概略も示されて

いる。しかし、それは、目録にある文献の内容を要約するものではないこと

を注意されたい。 
 
v  本 COI 主要文献及び目録にある文献はすべて一般公開されるものである。 
   
vi 本 COI 主要文献に関するコメントあるいは追加原資料のサジェッションは下

記 UKBA 宛てにお送り頂けると幸いである。 
 
Country of Origin Information Service 
UK Border Agency 
Apollo House 
36 Wellesley Road 
Croydon CR9 3RR 
United Kingdom 
 
Email: cois@homeoffice.gsi.gov.uk 
Website: http://www.homeoffice.gov.uk/rds/country_reports.html 
 
国情報に関する専門委員会 
 
vii 国情報に関する独立専門委員会(APCI)は、UKBAの出身国情報資料の内容につ

き内務大臣に提言することを目的として 2003 年に設立された。APCIは、多

くのCOIレポートをレビュー・検証し、その検証結果をウエブサイト

（www.apci.org.uk） 上に公開する。2008 年 10 月以降、APCIの業務は、

UKBA主任検査官により進められている。  
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2. カメルーン基本情報  
 
正式国名:  カメルーン共和国 
面積:  475,440 平方キロメートル . 
人口:  18,467,692 人( 2008 年 7 月推計) 
首都:  ヤウンデ  
言語:  フランス語及び英語が公用語。24 のアフリカ土着言語が話されている。 
宗教:  土着信仰 40%、 キリスト教 40%、 イスラム教 20%。 
通貨:  CFA フラン（対ユーロレート固定）。 
主な政党およびリーダー:  カメルーン民主連合 (UDC), アダモウ・ンダム・ンジョヤ; 
カメルーン人民民主連合(RDPC), ポール・ビヤ; 共和国防衛連合(MDR), ダコーレ・ダ

イッサラ;カメルーン自由発展連合 (MLDC), マーセル・ブウガ; 民主革新国民連合 
(UNDP), マイガリ・ベッロブーバ; 革新運動 (MP); 社会民主戦線 (SDF) ジョン・フ

ル・ンディ; カメルーン人民連合 (UPC) オーガスティン・フレデリック・コドック。 
国家元首:   ポール・ビヤ大統領 
政府首長:   エフライム・イノニ首相（2004 年 12 月 8 日就任） 
内閣:  閣僚任命は首相提案を大統領が承認。 
選挙: 大統領は任期 7 年（再選一回可）。国民選挙で選出（前回は 2004 年 10 月 11
日、次回は 2011 年 10 月に予定）。首相は大統領が指名。 
選挙結果:  大統領にポール・ビヤを再選。得票率は：ポール・ビヤ 70.9%, ジョン・フ

ル・ンディ 17.4%, アダモウ・ンダム・ンジョヤ 4.5%, ガルガ・ハマン・アッジ 3.7%。 
(2009 年 2 月 24 日付け中央情報局ワールド・ファクトブック) [1] 

 
地理 
 
外務英連邦省(FCO)の 2008 年 1 月 7 日付けのカントリープロファイルには次のように

記されている。 
 
「カメルーンは、ギニア湾に面し、ナイジェリア、チャド、中央アフリカ共和国、コ

ンゴ共和国、ガボンおよび赤道ギニアと国境を接している。国の北部は砂漠平原とサ

バンナ、中央部は山地、南部と東部は熱帯雨林地帯である。」[3]  
          

目次に戻る 
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地図 
 

 
 
カメルーンの地図掲載のウエブサイト： 
http://www.un.org/Depts/Cartographic/map/profile/cameroon.pdf [20] 
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近年の歴史 
 
外務英連邦省(FCO)の 2008 年 1 月 7 日付けのカメルーンカントリープロファイルには

次のように記されている 
 
「近代カメルーンは、1884 年にドイツ保護領カメルンとして誕生した。1919 年、国

際連盟の委任統治の下、フランスが東部カメルーンを、英国が北部および南部を管理

することになった。この委任統治は、1946 年に国連信託統治に変わった。1960 年に

フランス統治カメルーンは独立し、アマドゥ・アヒジョが大統領に選出された。 1961
年 2 月、英国統治カメルーンの人々は、国連管理の国民投票に未来を託すことに決め

た。北部カメルーンの人々はナイジェリアへの併合に賛成し、南部カメルーンの人々

は新たに独立国として誕生したカメルーン共和国に加わることに賛成した。かくして、

カメルーンは、東部カメルーン（旧フランス統治）と南部カメルーン（旧英国統治）

を包括した連邦共和国となった。1972 年、西部カメルーンにおける国民投票の結果、

カメルーンは統一国家カメルーン連合共和国となった。 
 
「1966 年、アヒジョは、中部における大きな反乱を抑え、カメルーンを一党独裁国家

とし、大統領に権力を集中することになった。1982 年、アヒジョは健康不良を理由に

大統領を降り、ポール・ビヤ首相に権限を委譲したが、支配政党であるカメルーン国

家連合の委員長の座にはとどまった。その後両人の間の抗争がつづいた。1984 年、ア

ヒジョに近いとみられる軍の一派によるクーデターが起こった。ビヤは生き残り、後

に軍と支配政党のコントロールを奪回した。彼は、カメルーンの政治を改革・再活性

化し、普通のカメルーン人国家を作らねばならないと訴えた。支配政党の名称は、カ

メルーン人民民主連合(RDPC または CPDM)と改められた。1990 年、国内外からのプ

レッシャーを受け、ビヤは複数政党制の導入を認めた。 
 
「複数政党制を導入した憲法が 1992 年に制定され、1996 年には抜本的に改定された。

それによると、大統領の任期は 7 年２期までとし、180 人の国会議員は 5 年ごとに改

選されることになっている。また、憲法では上院が設けられることになっているが、

これはまだ実現していない。カメルーンには、選挙制地方議会がある。憲法の規定で

はプロビンスを独自の議会をもったリージョンとすることになっているがこれもまだ

実行に移されていない 
 
「... 複数政党民主主義に移行された当初は、国中に広がる抗議運動や社会民主戦線

（SDF）主導の血気盛んな反政府運動が体制を激しく揺さぶった。複数政党制になっ

て最初の大統領選が 1992 年 10 月に行われたが、選挙戦では激しい争いと議論があっ

た。ビヤ大統領が、野党 SDF の党首ジョン・フル・ンディ候補に僅差（39~36%）で

勝った。それ以降は、CPDM とビヤ大統領がカメルーンの政治舞台で優位を保ち続け

ることになる。1997 年 5 月の議会選挙でも CPDM が勝利し、1997 年 10 月の大統領

選挙ではビヤが 81%の支持（政府発表）を得て選出された。選挙プロセスは、再び野

党の非難の的となった。 
 
「2002 年の議会選挙と 2004 年の大統領選挙も同じパターンであった。CPDM が国会

支配を確固なものとし、ビヤ大統領が 75%の支持（政府発表）を得て再選された。」

(2008 年 1 月 7 日付け FCO カントリープロファイル)[3]  
 
 
2009 年 2 月 24 日付けの CIA のワールド・ファクトブックには次のように記されてい

る。 
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「カメルーンの国情は、概して安定しており、農業開発、道路・鉄道建設、石油産業

開発などが順調に進んである。民主化改革へ向けての動きはかばかしくないが、政権

はポール・ビヤ大統領を頭とする民族寡頭政治体制の手にしっかり握られている。」
[1]   
 

目次に戻る 
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最近の出来事と政治的進展 
 
外務英連邦省(FCO)の 2008 年 1 月 7 日付けのカメルーンカントリープロファイルには

次のように記されている。 
 
「国民議会選挙と地方議会選挙が 2007 年 7 月 22 日に行われた。CPDM が政権掌握を

さらに固めることとなり、5 つの地区で 9 月に再選挙が行われた結果、180 議席のう

ち 153 議席を CPDM が占めることとなった。SDF の獲得議席は 16 であった。選挙人

名簿はコンピューターにインプットされて透明性の向上が図られたが、投票率が低い

という問題は残った。  
 
「...国際社会は、カメルーンに対し、選挙組織を党派色の強いものから独立した組織

にするよう求め、それを受けてカメルーン政府は、2006 年 12 月 29 日に選挙管理組織

(ELECAM)を創設した。この組織はまだ機能するに至っておらず、2007 年 7 月の選挙

は地域行政省が運営管理した。 
 
「過去 2 年（2006 年と 2007 年）、ビヤ大統領は、政府における汚職防止に尽力して

きた。役人及び大臣の資産申告に関する法律も採択された。2007 年 12 月、元大臣で

元ドゥアラ港長のアルフォンセ・シヤム・シウェが汚職の罪で 30 年の懲役刑の判決を

受けた。同じケースで、元港湾委員長・ドゥアラ港政府代表のエヂュアード・エトン

デ・エコトほかの者たちも相当の懲役刑を言い渡された。新たに汚職防止委員会

(CONAC)が設置され、委員が任命された。」[3] 
 
2008 年 4 月、カメルーン国会はビヤ大統領の三選(2011 年)を可能にするよう憲法を改

訂した。野党はこれを「合法的クーデター」であるとして糾弾した。」(BBC ニュース、

2008 年 11 月 7 日のカメルーン・タイムライン)[36h]  
 
2008 年 8 月、ナイジェリア政府は、長期にわたるカメルーンとの国境紛争に終止符を

打ち、バカシ半島の領地をカメルーンに引き渡した。バカシ半島に住む人々は自らを

ナイジェリア人と思っているのだが、2002 年の国際裁判所の判決では同領地はカメル

－ンの一部であるとしていた。その判決は、英独の間の 20 世紀植民地協定に基づくも

のであった。ナイジェリア政府はこの 2002 年判決に抗議してきたのだが、ついに

2006 年にカメルーンへの領地引き渡しに同意したのであった。この合意が 2008 年 8
月に実行に移されたのである。（BBC ニュース 2008 年 8 月 14 日付けオンラインレポ

ート‘ナイジェリア、カメル－ンにバカシ譲渡’）[36e] 
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経済 
 
GDP (公定レート換算) :  250 億米ドル相当(2008 年予想) 
GDP 成長率 :  4% (2008 年予想) 
1 人当たり GDP:  2,400 米ドル相当 (2008 年予想) 
インフレーション:  4.4% (2008 年予想)  
主要産業:  原油、木材、ココア、コーヒー、アルニミウム、ゴム 
主要貿易相手国:  フランス、イタリア、ナイジェリア、スペイン、ドイツ、米国,  
(CIA ワールド・ファクトブック、2009 年 2 月 24 日) [1] 
 
外務英連邦省(FCO)の 2008 年 1 月 7 日付けのカメルーンカントリープロファイルには

次のように記されている。 
 
「カメルーンの輸出収入は、数十年来、南部に広く栽培されているココアやゴムのプ

ランテーションを含む農産物や木材に依存してきた。石油輸出は 1970 年代から始ま

り、今では輸出収入の 49%”を占めている。しかしながら、新たに小規模の油田の開発

がいくつか予定されているものの、石油生産量は、日産 85,000 バーレル程度で横ばい

状態となっている。新たな沖合油田の調査は続いているが、新たな発見がない限り、

既存の埋蔵量は 10 年以内に枯渇しかねない。 
  
「カメルーンの農産物輸出は国際市場の変動に左右されるが、カメルーンはフラン圏

の一員であることから為替レートの安定とインフレのコントロールが保たれている。

カメルーンは、IMF との間の取り決めである現行の貧困削減・成長 3 カ年計画の道半

ばにある。 
 
「カメルーンは、1980 年代に重債務国となった。200 年 10 月、カメルーンは、重債

務貧困国イニシアティブ(HIPC)における債務救済対象国となった。カメルーンに対す

る HIPC の完了時点は何度か延長され 2006 年 5 月にようやく達成された。この遅れは、

汚職防止運動を含む一連の改革路線に沿うカメルーンの財政管理に係る諸問題に起因

するものであった。HIPC の達成により相当規模の債務救済が行われ、その中には英

国政府からの二国間債務１億 600 万ポンドの帳消しも含まれていた。」[3] 
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人権 
 
概要 
 
外務英連邦省(FCO)の 2008 年 1 月 7 日付けのカメルーンカントリープロファイルには

次のように記されている。 
 
「カメルーンの人権に関する記録はこれまでは不十分であったが、最近は充実して来

た。いくつかの NGO や拷問に関する国連特別報告官の報告で、裁判外の処刑、裁判

なき長期拘留、拘留者への拷問、刑務所のひどい環境などにかかわる最近の実態がは

っきりしてきた。政治活動家が被害者であるケースは稀で、多くの場合は、治安部隊

による違法行為の犠牲者のケースである。目を引くようなケースはこの 5 年で減って

きていると言ってよいだろう。 
 
「報道の自由はあるが、ジャーナリストは嫌がらせを受けることがしばしばある。国

際社会からの圧力（EU、英連邦、国連などを通じたものおよびバイラテラルなもの）

がカメルーン政府に向けられ、司法制度改革を実行し、治安部隊における免責文化か

ら決別するよう迫った。同政府は、1992 年に人権委員会を設置した。2005 年 6 月に

国民議会を通過した大統領令により同委員会の法的立場および定期的な予算付与が確

認された。政府は、最近、人権状況の改善に係るアクションを他にも取り始めた。た

とえば、刑務所の過密状態を解消するため新たにいくつの刑務所の建設を始めたり、

2007 年には人身保護令や推定無罪など主要な法的原則を法制化する新刑事訴訟法を施

行したりした。時間とともに、長期間再拘留される人は少ないため、囚人の数が増え

てくることが問題となってくる。」[3] 
 
米国国務省の 2009 年 2 月 25 日付けカメルーンの人権に関するレポート 2008 年の序

文には次のごとき記述がある。 
 
「政府における人権に関する記録は不足している（2008 年）が、2008 年 2 月に食品

と燃料の価格上昇に対する抗議運動が広まったことを受け、政府は数多くの人権侵害

事件を起こした。治安部隊は不法処刑をしばしば行っているほか、拘束者や囚人に対

する拷問、殴打などの虐待行為を行っている。刑務所の環境は苛酷で、死の脅威に満

ちたものとなっている。分離支持の英語を話す人達、地元の人権モニター・活動家達、

政府発行の身分証明書を持たない人達等が、当局により逮捕され拘束されている。裁

判前の拘留が引き延ばされたり、時には隔離拘留になったりするケースや個人のプラ

イバシー侵害のケースなどが起こっている。政府は、人々の言論、報道、集会、結社

の自由を制限し、ジャーナリストにいやがらせを行っている。また、政府は、人々の

移動の自由も妨げている。次のような問題もある。公務員の汚職の蔓延、女性に対す

る社会的暴力と差別、女性器の暴力的切除(FGM)、人身売買（特に未成年者）、少数

民族ビグミーに対する差別、先住民に対する差別、ホモに対する差別、等である。ま

た、政府は、労働者の権利や独立の労働組合の活動も制限している。児童労働、世襲

奴隷、児童を含む強制労働などの問題もある。[2a](序) 
  
フリーダムハウスが 2008 年 7 月に発行した世界における自由ワールドレポート 2008
は次のように述べている。 
 
「憲法は自由な発言を保証しているが、真の表現の自由とは何かははっきりしていな

い。民間のテレビ局やラジオ局も活動しており、独立新聞も十数紙発行されている。

1996 年憲法により、出版前検閲制度は廃止されたが、憲章第 17 条は公共秩序への脅
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威を理由に新聞を発禁にする権限を役人に与えている。情報への平等アクセスを保証

する法規定はなく、名誉棄損や中傷は依然として刑事罰の対象となる。ジャーナリス

トに対する裁判官による嫌がらせ、逮捕、拘束および拷問が恐怖を生み、メディア

（特に国営メディア）の内部検閲につながっている。  

「...信教の自由は概ね尊重されている。学問の自由に関する法規定はないが、国の情

報スパイがキャンパスで活動しており、教授達の多くは自己検閲を行っている。  

「公共の集会には当局の許可が必須とされ、これが集会・結社の自由に対する制約と

なっている。解散命令を受けている SCNC(カメルーン南部国民議会)の集会は常に妨

害を受けている。通商組合の結成は認められているが、多くの制約や政府の干渉があ

る。 

「裁判所は広範囲にわたり政治権力の影響を受けており、汚職もはびこっている。行

政が司法をコントロールしており、県レベルおよび地方レベルの裁判官を任命する。

内乱や武力闘争の組織などのケースは人民に対する裁判権は軍事法廷にある。諸々の

情報機関が免責の下に活動している。拷問、拘束者に対する虐待、無期限拘留・裁判

前拘留、過酷な拘置所環境などは日常的な事である。仏語圏民法の精神による人身保

護法がないため、正常なプロセスが妨げられている。[21a]  
 
アムネスティ・インターナショナルの 2009 年 1 月発行のカメルーンにおける人権侵

害に関するレポートは次のように述べている。 
 
「10年以上の間、国内及び国際的な人権擁護に関する規則に違反してカメルーン当局

が命じ、看過し、あるいは冒してきた人権侵害に関する報告がいくつもアムネステ

ィ・インターナショナルに寄せられている。例えば次のような人権侵害のケースであ

る。恣意的な強制逮捕や不法拘束、裁判外処刑、人権擁護者・ジャーナリストへの虐

待の脅威、表現及び結社の自由に対する権利否定、過酷な刑務所環境、拷問およびそ

の他の残虐・非人道的または屈辱的な処遇、女性・少女の人権擁護の不履行、性的嗜

好あるいはその疑いを理由として男女に与えられる迫害、等である。」[11c](p1) 
 

目次に戻る 
出典文献目録に進む 

 
 
刑務所の環境 
 
米国国務省のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べている。 
 
「刑務所の環境は苛酷で、生命が脅かされるような状況にある（2008 年）。刑務所は

過密で、不衛生である。すべての刑務所で、食料、医療サービス、公衆衛生サービス

が著しく不足しているが、政府はそれを改善するための予算を用意してこなかった。

しかしながら、刑務所の環境についてのマスコミ報道が顕著となり、刑務所での暴動

や脱走が頻繁に起ったため、政府は、何箇所かに新しい刑務所を建設するための予算

を付けることになった。ヤウンデに一か所、北部地域の果てのムールブーダエにも一

か所建設されることになり、いずれも 2008 年末に完成の予定となった。 
 
「刑務所は荒れ果てた植民地時代のもののままであり、計画容量の 4～5 倍の囚人を収

容している。裁判待ちの長期拘留が多くなったことで過密状態は激化した。汚職の罪
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に問われている政府職員達は、別棟に収監され特別扱いを受けている。いくつかの

NGO の報告によれば、30～40 人用の部屋に 100 人以上が収監されていると言う。 
 
「軍警察や警察署にある留置所では、保健・医療サービスはない。医療ケアが不足し

ているために囚人が死亡したという報告もいくつかある。」[2a](セクション 1c9) 
 
女性 
 
米国国務省のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べている。 
 
「カメルーン法はレイプを罰することになっているが、警察も裁判所も強姦事件を捜

査し、起訴することは稀である。2008 年には少なくとも 7 件の強姦事件が報告された

が、1 人も逮捕されていない。性的暴力は社会的にタブーとされているため、レイプ

の多くは届け出されないままになっている可能性が高い。 
 
「カメルーントリビューン（出典文献テキストにイタリックで表示されている）で引

用されている 2005 年調査によれば、男性と同居している（既婚か未婚かを問わな

い）女性の 39%は身体的暴力の犠牲者であり、28%は精神的暴力の犠牲者である。家

庭内暴力を禁ずる特別な法律はないが、暴行は違法であり、懲役刑ないし罰金刑が科

される。女性の権利擁護者は、家庭内暴力に対する処罰は不十分であると主張してい

る。配偶者虐待は離婚の理由として認められていない。 
 
「...法はセクハラを禁じているが、2008 年に起訴されたケースはわずかである。政府

は、セクハラに関する大衆教育キャンペーンも行っていないし、セクハラ事件に関す

る統計もない。 
 
「女性の権利に関する憲法上の規定があるにもかかわらず、女性は男性と同様な権利

や特権を享受することはない。民法のある部分は女性に不利なものとなっている。 
 
「法は、妻が外部で職につき、所帯と家族の利益に反すると抗議を受けた場合は、夫

は妻の仕事の権利に反対することが出来るとしている。夫は、妻の商業活動が家族の

利害に反することを商事法廷事務所に通告すれば妻の仕事をやめさせることが出来る。 
 
「多くの地域では女性は夫の所有物とみなす伝統があるため、慣習法は更に女性に対

して差別的である。慣習と伝統を重視するため、女性を擁護する民法はしばしば無視

される。[2a](5) 
  
児童 
 
米国国務省のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べている。 
 
「2008 年中、政府は、児童の権利に関するセミナーへの参加を含め、児童権利・福祉

の擁護のための努力を行った。同じ年には、社会問題大臣が声明を発表し、児童の置

かれた状況の改善に関する政府のアクションプランを提示した。 
 
「法は児童に教育を受ける権利を与えており、14 歳までは公立学校にて授業料無料で

学ぶことが義務付けられている。しかし、小学校の制服と教科書代は父兄の負担とな

るため、また、中学校以上の教育の授業料等は依然として高額なため、多くの児童に

とって教育は大きな負担となっている。2008 年には、政府は、新しく教室を増やした
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り、教師を増やしたり、噴水を作ったりして、学校へのアクセスを改善する措置を講

じた。 
  
「...FGM（女性器の暴力的切除）を禁じる法はなく、最北部、東部、南西部の僻地で

は FGM が慣習的に行われている。 
 
「国内移民の広がりが国のいろいろな所に FGM が広まる結果を生んだ。FGM のほと

んどのケースはクリトリス手術であった。FGM のもっとも極端なやり方は陰門閉鎖で、

南西部のカジフ地域で行われている。FGM は、通常、幼児期若しくは初潮前の少女時

代に行われる。FGM がしばしば行われる地域の公衆保健センターでは、女性に対し、

FGM の後遺症についてカウンセリングを行っている。しかし、政府は、FGM を行っ

た者を起訴することをしていない。  
 
「...結婚最低年齢は 15 歳であり、多くの家庭では、娘が 12 歳になるまでには婚姻の

手配を進める。早期結婚の風習は、最北部地域に広まっているが、特に北アダムーラ

では 9 歳前後の少女の多くが妊娠により健康を損ねる危険にさらされている。児童婚

姻がどの程度広まっているかについての統計はない。」[2a](セクション 5) 
 
レスビアン、ゲイ、バイセクシャルおよびトランス・ジェンダー 
 
米国国務省のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べている。 
 
「ホモセックス行為は違法であり、6 か月から 5 年の懲役または約 20,000～
200,000CFA（40～400 ドル）の罰金刑が科される。2008 年でいえば、当局は、この

法律の下で起訴したことはなく、ホモは、法執行役人から嫌がらせや脅迫を受けた。

ホモセックスの虚偽の申告は、敵への嫌がらせや金のゆすりにつながることがあ

る。」[2a] (セクション 5) 

 
目次に戻る 

出典文献目録に進む 

 
信教の自由 
 
米国国務省 2008 年 9 月 19 日発行のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べ

ている。: 
 
「人口の 40%はキリスト教徒、20％がイスラム教徒、そして 40%は伝統的な土着宗教

を信仰している。キリスト教徒は、ローマカソリックとプロテスタントが半々である。 
 
「キリスト教徒は主に南部と東部に集中しているが、イスラム教徒は全国に広がって

いる。大きな町では両者が共存している。英語を話す人達の住む西部の二つのプロビ

ンスはほとんどプロテスタントにより占められているが、南部と西部のフランス語を

話す人達のプロビンスはほとんどカソリックである。北部のプロビンスでは、多数を

占める先住のフラニ族（Peuhl）は大部分がイスラム教徒だが、全体的にはイスラム教、

キリスト教、アミニズムがかなり均等に分布している。西部プロビンスのバムン族は

ほとんどイスラム教徒である。国中の農村地帯では様々な伝統的な土着宗教が信仰さ

れているが、それらは本来地方に根差したものであることもあり、都市部では公然と

信仰されることは稀である。 
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「信教の自由は憲法で保証されており、その他の法律やポリシーも概ね信仰の自由を

支持している。すべてのレベルにおいて法は信仰の権利を擁護しており、政府であろ

うと民間であろうとそれを侵害するものは許されない。   
 
「政府は、名実ともに政教分離の原則に立ち、特定の宗教を支持することはない。 
 
「...宗教的集会に関する法律が政府と宗教団体の関係を規律している。宗教団体はそ

の合法的活動のためには地域行政・地方分権省(MINATD)の承認を受け、登録せねばな

らない。宗教団体が正式許可なしに活動することは違法である。しかし、この違反を

罰する特別な規定はなく、数多くの未登録の小さな宗教団体が自由に活動している。

政府が宗教団体の登録に許可を与えなかったという報告はない。 
 
「...魔術の実行は刑法上の刑罰の対象となり、2 年から 10 年の懲役が科される可能性

がある。法における‘魔術’とは、‘第三者の身体、財産あるいは物品に害を与える

ような奇術あるいは占い術の行為’とされている。通常、魔術に対する罰は、殺人罪

などの他の刑罰と併せて起訴されるといわれている。しかし、魔術行為に有罪判決が

下ったということは聞いていない。政府は、魔術と伝統的土着信仰とを区別している。

法では、魔術とは心的手段で他者に害を与えようとするものと定義されている。 
「政府は、実際に信教の自由を尊重している。本報告期間中においても、この政府の

方針に変わりはなかった。 
 
「...宗教的な所属、信仰あるいは慣行に対し社会的迫害が加えられたという報告はな

い。既に社会的に認められている教会は、未承認の新しい宗教グループ（ほとんどが

プロテスタント）を社会の平和と調和にとって有害であると主張し、‘セクト’ない

し‘カルト’と言って非難している。しかし、現実には、そのような非難により未承

認の宗教団体の活動が抑制されることはなかった。」[2d] 

 
言論と報道の自由 
 
フリーダムハウス 2008 年 7 月発行の世界における自由ワールドレポート 2008：カメ

ルーンには次のように述べられている。 
 
「憲法は自由な発言を保証しているが、真の表現の自由とは何かということは定義が

難しい問題である。民間のラジオ局やテレビ局は活動しており、独立新聞も十数紙発

行されている。1996 年憲法により、出版前検閲制度は廃止されたが、憲章第 17 条は

公共秩序への脅威を理由に新聞を発禁にする権限を役人に与えている。情報への平等

アクセスを保証する法規定はなく、名誉棄損や中傷は依然として刑事罰の対象となる。

ジャーナリストに対する裁判官による嫌がらせ、逮捕、拘束および拷問が恐怖を生み、

メディア（特に国営メディア）の内部検閲につながっている。国営のカメルーントリ
ビューン（出典文献テキストにイタリックで表示されている）およびカメルーンラジ

オ・テレビ(CRTV)は公報の窓口から政権の広報機関の窓口へと変更された。 
 
「... 学問の自由に関する法規定はないが、国の情報スパイがキャンパスで活動してお

り、教授達の多くは自己検閲を行っている。」[21a] 
 
米国国務省 2008 年 9 月 19 日発行のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べ

ている。 
 

This COI Key Documents contains the most up-to-date publicly available information as at 1 March 2009.  
Older source material has been included where it contains relevant information not available in more recent documents. 

13

当翻訳は，法務省入国管理局による仮訳であり，正確には原文に当たってください。 
また，今後当仮訳は精査の上，変更されることがあり得ることにご留意ください。

日本語訳は，法務省入国管理局による仮訳である。



CAMEROON 16 MARCH 2009 

「法律は、言論と報道の自由を認めているが、実際には、政府はこれらの権利を制限

している。政府は、ジャーナリストを恣意的に逮捕・拘束している。政府及び CPDM
の幹部たちは、その地位を利用して、ジャーナリストにいやがらせをし、彼らの逮捕

や身柄拘束を助けている。政府は、報道規定を不定期に改訂し、政府批判に対しては

とりわけ厳しい条件を付けている。このため、ジャーナリストやメディアの自己検閲

の環境が作り出される結果となっている。政府職員は、範囲の広い名誉棄損法を使っ

て政府を批判するジャーナリストたちを告訴している。 
 
「...一般に、個人は、政府の制裁を受けることなしに公私にわたり政府を批判するこ

とが出来る。しかしながら、政府の政策を批判したり、反対意見を述べたりした個人

や組織に対して政府役人が嫌がらせをしたり不平等な扱いをしたりしたというケース

は極めて多い。」 
 
「...政府及びその職員は、批判を抑えるために名誉棄損法を厳格に適用する。これら

の法律では、政府は、その裁量により及び提訴人の要求により、大統領や政府高官に

対する名誉棄損の容疑のケースにおいて、民事法廷で処罰を与えたり、刑事法廷に回

したりする権限を与えられている。名誉棄損罪には懲役刑または重罰金刑が科される。

名誉棄損法は被告に実証責任を課している。政府役人は、この法律を悪用して、国内

のジャーナリストが汚職や虐待行為に関するレポートをしないよう仕向けている。」
[2a](セクション 2a) 

 
目次に戻る 

出典文献目録に進む 

 
集会の自由  
 
米国国務省 2008 年 9 月 19 日発行のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べ

ている。 
 
「法は集会の自由を保証しているが、実際には、政府は、集会の権利に制限を加えて

いる。特に、2008 年 2 月に起こったデモと暴動以降、制限を厳しくした。 
 
「法によれば、公開集会、デモ、あるいは行進を組織する場合は事前に役所に通告せ

ねばならないが、公開集会には政府の許可を必要としない。したがって、事前許可が

ないという理由で公開集会を止めさせる権限は政府にはない。しかしながら、政府役

人は、法は暗黙裡に政府に一般集会に対する許可の権限を与えていると主張するのが

常である。 結果的に、政府は、政府に批判的な人やグループの組織する集会に許可を

出さないこともしばしばで、許可の下りていない集会を止めさせるために実力行使を

することもある。[2a](セクション 2b) 
 

政治的結社の自由  
 
米国国務省 2008 年 9 月 19 日発行のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べ

ている。 
 
「法は結社の自由を認めているが、実際には、政府は、この権利に制限を加えている。 
 
「政府が政治団体、NGO あるいは協会を認知するにあったては、厳しく、こまごまと

した、そして脈絡のない条件が付けられる。このプロセスは、その活動が許容されて

14 This COI Key Documents contains the most up-to-date publicly available information as at 1 March 2009. Older source 
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いるものの正式には許可されていない団体で、不確かな形で活動している団体に対し

て適用される。 
 
「法は、いかなる形にせよ国家の分離を唱導しようとする組織を禁じており、その結

果として、違法集会を組織したという理由で SCNC の集会を政府の役人が妨害すると

言うことにもなる。」[2a](セクション 2b) 
  

目次に戻る 
出典文献目録に進む 

 
人身売買 
 
米国国務省 2008 年 9 月 19 日発行のカメルーン人権レポート 2008 は次のように述べ

ている。 
 
「人身売買を完全に禁止する法律はなく、国の内外での人身売買の報告はいくつもあ

る。法は、児童を売買し奴隷とすることは禁じている。また、法は、売春、強制労働

及び人身売買に関係するその他の罪を禁じている。  
 
「...伝統的に、女性及び児童は主に性的搾取や強制労働のために売買されるリスクに

さらされている。児童の人身売買は国境地帯に多いが、女性のそれは国外へ売られて

ゆくケースが多い。」[2a](セクション５)  
 

米国国務省 2008 年 6 月 4 日発行の人身売買レポート 2008 は次のように述べている。 
 
「カメルーンは、強制労働と商業的性的搾取を目的とした女性と児童の人身売買の発

生地、中継地、及び目的地となっている。犠牲者として多いのは、国内で売買される

児童、および国内で主に奴隷や売春のために売買される少女である。少年も少女もカ

メルーン内で、スイートショップ、バー、レストラン、お茶やコーヒーのプランテー

ションなどでの強制労働のために売られている。ナイジェリア、チャド、中央アフリ

カ共和国、コンゴ、ベナン、ニジェールなどからカメルーンに売られてくる子供達は、

農業、漁業、路上売店、スペアパーツ屋などでの強制労働のためである。カメルーン

は、ガボンとナイジェリアの間の人身売買の中継地となっている。また、ナイジェリ

アからサウジアラビヤアへ売られる者達の中継国ともなっている。カメルーンは女性

のヨーロッパへの性的人身売買ルートの発生地ともなっている。  
 
「カメルーン政府は、人身売買の撲滅のための最低限の基準を十分には果たしていな

いが、限られた資源の範囲内ではかなり努力していると言ってよいだろう...カメルー

ンでは人身売買で何人かが逮捕されたという報告はあるが、起訴されたり罰せられた

りしたとは聞いていない。  
 
「...カメルーン政府は、昨年は、法の施行により人身売買との戦いにある程度の努力

をしたが、十分とは言い難い。カメルーンには人身売買を完全に禁じる法律はないが、

児童の人身売買と奴隷使役は 2005 年の児童人身売買・奴隷防止法で罰せられる。こ

の法律は、20 年の懲役を科すと規定されているが、これはレイプに対する刑罰に比べ

ると十分に厳しい罰となっている。しかし、政府及び NGO 代表の報告によれば、プ

ロビンスレベルの判事や弁護士は、この 2005 年の児童人身売買に対する法律を知ら

ないと言う。  
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「人身売買の犠牲者を保護するためにカメルーン政府が昨年中にやって見せた努力は

最低限のものであった。政府は、犠牲者のためのシェルターも用意できず、犠牲者を

NGO に託すしかなかった。...政府は、人身売買犠牲者を含む弱い立場にある児童達の

ために 9 か所のセンターを運営したと言われている。政府の役人は、ストリートチル

ドレンなどの弱者児童の中に人身売買犠牲者を見つけだすための手順に従っていない。

政府は、捜査または起訴の助けとなる証拠集めのために犠牲者へのインタビューを行

っている。政府は、外国人犠牲者を困難と報復が待っている国に移送する事に代わる

法的な代替案を提示していない。 
 
犠牲者たちは、おそらく、人身売買にあった直接の結末として、不法行為のため投獄

されたり罰金を科せられたりすることになろう。[2b](カメルーンの項) 
 

目次に戻る 
出典文献目録に進む 
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